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（高温暴露が若年男性の血中脂質濃度に及ぼす影響）
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【背景】高温環境は重要な物理的環境要因の

つで、日常生活あるいは作業現場などでし

ばしば遣遇され、生理機能に対して多彩な影

響を及ぼすこ とが明らかにされている。 方

で運動負荷は血清総コ レステロ ル (T  C)、

低比重コ レステロ ル (LDL-C) 及び中性脂

肪 (T  G) を低下させ、 高比重コ レステロ ル

(HDL-C) や遊離脂肪酸 (F F A) を増加させる

.,.. 
とが報告されている。運動負荷による体温,.._ 

あ る い は心拍数の増加等は高温環境におか

れた場合の生理反応と類似しているが、高温

環境が血清脂質に及ぼす影響につ いては不

明な点が多い。

【目 的】 本研究では、 若年で健常な 日本人男

性において、受動的な高温曝露を行った場合、

血清脂質濃度に対 して どのよ う な影響を及

ぼすか検討する フ` と を 目的と した。 また、 脂c,_ 

質 の変化量と身体的要因 との関連性につい

ても検討するために被験者の体格指数、体表

面積、 ウエス 卜 ヒ ツ プ比、 体脂肪率を求め、



さ ら に内臓脂肪の蓄積を反映する つの指

標 と して超音波断層装置に よ り 腹膜前脂肪

厚の最大値 と皮下脂肪厚の最小値の比率を

算出 し、 検討した。

【方法】 平均年齢 2 2. 6士 1.O (Mean 土 SE)歳の

l 3 名の男性を対象と して、 コ ン 卜 ロール温

度 (Tc : 2 5. 2士 0.0℃)、 中等度の温度 (Tm : 

3 5. 5土 0.2℃ ）、 あ る い は 高 温 (Th 3 9. 8土

0. 1℃)の曝露を 1 時間行っ た。これらはそれ

ぞれ別の 日 に行っ た。実験中の相対湿度の平

均は 6 0. 3土 1.2 %であった。 曝露前、 暴露開始

3 0 分、 60分および暴露終了 3 0分後に留置針

か ら採血を行い、 脂質濃度を測定し、 同時に

測定 したヘモグロ ピン、ヘマ 卜 ク リ ツ トか ら

算出 し た循環血漿量の変化割合で脂質濃度

を補正したう えで検討した。

【結果】 Tc の環境では T C、 L D L -C、 H D L -C、

T G、 FF A の濃度は暴露中および終了後、 有意

な変化を示さなかっ た。 Tm  では H D L -C が曝

露終了後、 有意な高値を示し、 F F A は曝露開



始 6 0 分目 と曝露終了後、 有意に高値を示し

た。 Th では T Cおよび T Gが曝露開始 6 0分目

と曝露終了後、 有意に低値を示し、 L D L -C は

曝露開始 6 0 分目 ヽ 有意に低値を示した。 ま

た、高温暴露によ る脂質濃度の変化が有意で

あっ た時、 その全ての場合において、 曝露前

の値との差を被験者ごとに求め、身体的要因

との関連をみたが、有意な関連性は認め られ

なかっ た。

【ま とめ】以上よ り 受動的な高温暴露は血清

脂質濃度に対して運動負荷と類似 した作用

を及ぼすことが示唆された。高温暴露時の血

清脂質濃度の変化量は体脂肪率、内臓脂肪蓄

積等の身体的要因 に影響さ れず高温暴露そ

のものに依る
..,. 
とが示唆された。し一
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（論文題目）

Effect of Heat Exposure on Serum Lipid Concentrations in Young Male 

Subjects. 

（論文審査結果の要旨）

上記の論文に関して、研究に至る背景と目的、研究内容、研究成果の意義、学

術的水準につき慎重かつ公正に審査を行い、次のような結果を得た。 -

,.研究の背景と目的

高温環境はこれまで多彩な生理作用を有することが明らかにされてきたが、ヒ

トの血清脂質に及ぽす影響に関しては未知の点が多い。一方で短時間の身体運動

負荷で血清の脂質分画が好ましい方向へ変化することから、その有用性が期待さ

れているが、運動中に生ずる生理反応は高温環境で安静を保った場合と、極めて

類似している。

本研究では高温曝露により血清脂質がどのように変化するのかを検討し、運動負

荷の影響と比較することを目的とした。また、高温曝露による血清脂質濫度の変

化盤と、体脂肪分布との関連性についても検討した。

2.研究内容
平均年齢22.6歳の健常な男性被験者 13名を対象とした。実験に先立ち被験者

の身体的要因として、体格指数、体表面積、体脂肪率および内臓脂肪蓄積を表す

指標を算出した。

被験者は実験室で30分間、次に人工気象室で1時間、その後、実験室にもどり

30分間それぞれ椅座位をとることとした。実験室は気温25.2℃として、人工気象

室での曝露条件は 1)コントロール： 25.2℃、 2)中等度の温度： 35.5℃および

備考 1 用紙の規格は， A4とし縦にして左横書とすること。
2 要旨は800字～1200字以内にまとめること。
3 *印は記入しないこと。
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3)高温： 39.8℃であった。曝露直前、曝露 30分後と 60分後及び曝露終了後 30

分に採血を行い、血清総コレステロール、低比重リポ蛋白コレステロール、中性

脂肪、高比重リポ蛋白コレステロールおよび遊離脂肪酸の猿度を測定し、発汗に

よる脱水の影響を補正し検討した。 . • 

コントロールの条件では全ての脂質澳度の平均値は曝露前の値と比較して有意

な変化は示さなかった。中等度の温度条件では高比重リポ蛋白コレステロール濃

度の平均値が曝露終了後、有意な高値を示し、遊離脂肪酸は曝露開始60分後、有

意な高値を示した。高い温度条件では総コレステロール、中性脂肪濫度の平均値

が曝露開始60分後と曝瘍終了後有意に低値を示し、低比重リポ蛋白コレステロー

ル濃度の平均値は曝露開始60分後に有意な低値を示した。

こうした脂質濃度の変化は文献的に報告されている運動負荷による変化と極め

て類似していたが、脂質の変化量と被験者の身体的要因との間に有意な相関性は

認められなかった。

2.研究成果の意義と学術的水準

本研究は極めて一般的な環境要因である高温環境が血清脂質に対して、運動負

荷と類似した作用を及ぼすことを示したものであり、予防医学あるいは産業衛生

学的見地からも今後の研究動向に貴重な知見を提供するものであり、学術的にも

高く評価されるものである。

以上により、本論文は学位授与に十分に値するものであると判断した。


